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鬼さん、また来てね！



現在の大洲

今 月 の 表 紙CONTENTS　目次
　２月４日㈪、大和
保育所での節分の様
子を取材しました。
　豆まきでは、地元
の人が仮装した鬼を
見て、園児たちは大
混乱。今にも泣きだ
しそうな園児もいま
したが、最後は鬼と
握手、「ありがとう」
の言葉で、帰ってい
く鬼を見送っていま
した。

２ページ  がんばる大洲っ子・今月の表紙

３ページ～  今がまさに旬！
   大洲人、頑張っています（特集）

₁₀ページ～  シリーズ

₁2ページ～  おおずニュース

₁4ページ   まちのわだい

₁5ページ～  おしらせ

25ページ～  図書館・保健センター・
   心と体の健康ガイド

2₈ページ  がんばるひと（新谷商工会）

　

私
は
、
中
学
校
か
ら
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
を
続
け
て
い
て
、
高
校

で
も
楽
し
く
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
走
り
込
み
な
ど
の
練
習
は

辛
い
で
す
が
、
試
合
で
活
躍
で

き
た
時
は
う
れ
し
い
で
す
。

　

商
業
科
の
私
は
、
簿
記
や

ワ
ー
プ
ロ
な
ど
の
検
定
に
向
け

た
勉
強
を
頑
張
っ
て
い
て
、
部

活
と
の
両
立
に
努
め
て
い
ま

す
。
大
洲
高
校
は
、
全
国
で
も

検
定
取
得
率
が
高
く
、
勉
強
し

や
す
い
環
境
が
整
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
先

生
や
優
し
い
友
達
ば
か
り
で
、

と
て
も
楽
し
い
学
校
生
活
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

私
の
夢
は
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
な
る
こ
と
で

す
。
大
洲
高
校
に
は
、
尊
敬
で

き
る
先
生
が
た
く
さ
ん
い
る
の

で
、
こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
将

来
に
生
か
し
、
何
事
に
も
一
生

懸
命
に
取
り
組
め
る
人
に
な
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

picture 写真

今月の題字作成者

税　　　別 ３月 ４月 ５月 ６月

市 県 民 税 １期

固 定 資 産 税 １期

軽 自 動 車 税 全期

国 民 健 康 保 険 税 ９期

市税などの納付は、便利で安心な「口座振替」を！

３ 月の納税など　納期限は４月１日㈪です

人の動き（先月比）

人口　　　47,466人　（－48）
　男　　22,531人　（－38）
　女　　24,935人　（－10）
世帯数　20,283世帯（－１）

交通事故（昨年同期）

　件数　　13件（16件）
　死者　  １人（０人） 
　負傷者　14人（18人）

（2013年１月末現在）

大洲北中学校３年（現：大洲高等学校１年）

　長　沼　幸
ゆ き

　奈
な

 さん

が ん ば る 大 洲 っ 子
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平
成
24
年
度
大
洲
市
き
ら
め
き
大
賞

表
彰
式
が
１
月
11
日（
金
）、
大
洲
市
役

所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
洲
市
き
ら
め
き
大
賞
と
は
、
毎

年
、
大
洲
市
の
文
化
の
向
上
発
展
に
関

し
て
、
特
に
顕
著
な
業
績
ま
た
は
成
績

を
収
め
た
個
人
、
団
体
に
贈
ら
れ
る
賞

の
こ
と
で
す
。

　

今
年
度
は
、
関
係
者
約
60
人
が
見
守

る
中
、
６
個
人
と
市
内
２
つ
の
高
等
学

校
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
洲
市
き
ら
め
き
大
賞
を
３

回
受
賞
し
た
個
人
も
し
く
は
団
体
を
表

彰
す
る
大
洲
市
き
ら
め
き
大
賞
特
別
表

彰
式
も
行
わ
れ
、
２
人
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　

表
彰
式
で
清
水
市
長
は
、「
全
国
、

世
界
で
素
晴
ら
し
い
成
績
を
挙
げ
た
こ

と
に
つ
い
て
、
改
め
て
敬
意
を
表
し
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
素
晴
ら
し
い

賞
を
獲
得
し
た
こ
と
は
、
市
民
の
誇
り

で
あ
り
、
喜
び
で
も
あ
り
ま
す
。
今
回

の
表
彰
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
目
標

に
な
っ
て
も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
。
今

後
も
、
さ
ら
に
上
を
目
指
し
て
頑
張
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
活
躍
を
、
市
民
の
み

な
さ
ん
と
一
緒
に
喜
び
、
そ
の
喜
び
を

分
か
ち
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
、

祝
福
と
今
後
の
期
待
を
述
べ
ま
し
た
。

私
た
ち
の
ま
ち
・
大
洲
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
人
、
地
域
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
る
人
、
ま
た
、
志
を
高
く
持
つ
若
者
た
ち
が
い
ま
す
。

今
月
号
で
は
、「
大
洲
の
旬
な
人
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

今
が
ま
さ
に
旬
！
　
大
洲
人
、
頑
張
っ
て
い
ま
す

受
賞
を
胸
に
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ

～
平
成
24
年
度
大
洲
市
き
ら
め
き
大
賞
表
彰
式
～
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平
成
19
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
大
洲
市
き
ら
め
き
大
賞
は
、
こ
れ
ま
で
31
の
個
人
、

11
の
団
体
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
洲
市
き
ら
め
き
大
賞
特
別
表
彰
は
、
今
回
で
３
人
が
受
賞
さ
れ
て
い
ま

す
。（
大
洲
市
き
ら
め
き
大
賞
・
大
洲
市
き
ら
め
き
大
賞
特
別
表
彰
は
、
い
ず
れ
も

重
複
受
賞
者
を
含
む
。）

　

こ
れ
ま
で
、
大
洲
市
き
ら
め
き
大
賞
を
３
度
受
賞
、
今
回
で
２
度
目
の
大
洲
市
き

ら
め
き
大
賞
特
別
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た
、
佐さ

相そ
う

和か
ず

希き

さ
ん
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

大
洲
農
業
高
等
学
校
バ
イ
テ
ク
班

▽ 

第
63
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国

大
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表

　

文
化
・
生
活
部
門　

優
秀
賞

長
浜
高
等
学
校
水
族
館
部

▽
平
成
23
年
度
社
会
貢
献
青
少
年
表
彰

　

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
表
彰

▽ 

第
55
回
日
本
学
生
科
学
賞

　

高
校
生
の
部　

環
境
大
臣
賞

喜多小学校４年

　川　村　遥
はる

　乃
の

 さん

部長

  深部　仁
ひ と

美
み

 さん

部長

  椿つばきもと

本　一
か ず

希
き

 さん

平小学校３年

　林　　　奏
そ

　良
ら

 さん

平小学校２年

　松　本　香
か

　鈴
りん

 さん

平成23年度土砂災害防止に関する作
品コンクール　小学生・絵画の部
最優秀賞　国土交通大臣賞

第27回「WE　LOVE　トンボ」
絵画コンクール　小学生の部
金賞・トンボ学生服賞

第27回「WE　LOVE　トンボ」
絵画コンクール　小学生の部
大賞　環境大臣賞
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受賞者をご紹介します

　

今
回
、
２
度
目
の
大
洲
市
き
ら
め
き

大
賞
特
別
表
彰
を
い
た
だ
き
、
身
に
あ

ま
る
光
栄
で
す
。
今
ま
で
私
を
支
え
て

く
れ
た
全
て
の
み
な
さ
ん
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。

　

私
は
若
宮
で
生
ま
れ
、
肱
川
で
水
泳

を
習
い
ま
し
た
。
25
歳
の
時
に
右
ひ
ざ

が
不
自
由
と
な
り
、
悲
嘆
に
暮
れ
る
時

期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
生
ま
れ
育
っ
た

川
で
学
ん
だ
水
泳
を
、
も
う
一
度
始
め

よ
う
と
決
心
し
ま
し
た
。
今
で
は
私
の

生
き
が
い
と
し
て
、
20
年
以
上
水
泳
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

全
国
大
会
で
は
、「
佐
相
さ
ん
を
目

標
に
し
て
、
１
年
間
頑
張
っ
て
き
た
」

と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
と
て
も
う

れ
し
い
気
持
ち
と
同
時
に
、
身
が
引
き

締
ま
る
思
い
が
し
ま
し
た
。
私
に
と
っ

て
一
つ
ひ
と
つ
の
大
会
が
節
目
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
気
持
ち
を
高
め
て

大
会
に
臨
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
競
泳
選
手
と
同
時
に
、
大
洲
市

水
泳
協
会
や
大
洲
神
伝
流
保
存
会
に
指

導
者
と
し
て
所
属
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
、
大
洲
神
伝
流
の
泳
法
を
学
ぶ

子
ど
も
た
ち
が
増
え
て
い
て
、
指
導
に

2012年度JOC全国ジュニアレスリ
ング選手権大会
グレコローマンスタイル120㎏級　
第２位

（きらめき大賞特別表彰も同時受賞）

１月14日㈪、寒中水泳大会で
神伝流泳法を披露する佐相さん

日本身体障害者水泳選手権大会
やジャパンパラリンピック水泳
競技大会などで、優れた成績を
収め、２度目の大洲市きらめき
大賞特別表彰を受賞された

佐
さ

相
そう

　和
かず

希
き

 さん
（大洲市阿蔵）

第44回全日本超壮年東西対抗
ソフトテニス大会
男子個人75歳の部　優勝

第３回フリースタイル
フットボール世界大会　優勝

津　田　大
ひろ

　健
たけ

 さん（沖浦出身）辻　喜
き

千
ち

治
はる

 さん（大洲市大洲） 德田　耕
こう

太
た

郎
ろう

 さん（白滝出身）

も
力
が
入
り
ま
す
。
神
伝
流
の
泳
法
が

い
つ
ど
こ
で
、
ど
ん
な
形
で
役
に
立
つ

か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
子
ど
も
た
ち

に
は
、
何
事
も
幅
広
く
実
践
す
る
こ
と

が
大
切
で
、
大
人
に
な
っ
て
役
に
立
つ

時
が
来
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
今
回
の
受
賞
を
機
に
、
決

意
を
新
た
に
し
て
練
習
に
励
む
と
と
も

に
、
神
伝
流
の
後
進
の
指
導
に
あ
た
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
大
洲
市
の
文
化
や
ス

ポ
ー
ツ
が
向
上
・
発
展
し
て
い
く
こ
と

を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。
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大洲の未来は、地域の活力から　～大洲市地域づくり表彰～

　

大
洲
市
地
域
づ
く
り
表
彰
と
は
、
市

内
に
お
い
て
豊
か
で
住
み
よ
い
地
域
づ

く
り
な
ど
に
取
り
組
み
、
貢
献
の
あ
っ

た
個
人
ま
た
は
団
体
を
表
彰
す
る
も
の

で
、
今
年
度
か
ら
新
し
く
創
設
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
頑
張
る
個
人
、
団
体

を
市
民
の
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
で
、
一
人
ひ
と
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
へ
の
意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と

を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

表
彰
を
新
た
な
地
域
づ
く
り
の
契
機
に

　

大
洲
市
地
域
づ
く
り
表
彰
が
１
月
11

日（
金
）、
大
洲
市
役
所
で
行
わ
れ
、
３

個
人
、11
の
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
清
水
市
長
は

「
こ
の
表
彰
は
、
地
域
づ
く
り
に
励
む

人
、
団
体
の
存
在
を
多
く
の
人
に
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
も
目
的
の
一
つ
で
す
。

受
賞
さ
れ
た
み
な
さ
ん
に
は
、
長
年
の

活
動
に
対
し
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
こ

の
よ
う
な
取
り
組
み
が
、
ま
す
ま
す
広

が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
青
木
憲け

ん

一い
ち
さ
ん

は
「
今
回
、
私
た
ち
の
地
道
な
活
動
が
、

こ
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
た
こ
と
は
、
大

変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
家
庭
や
学

校
、
地
域
が
一
体
と
な
り
、
市
を
盛
り

上
げ
て
い
く
こ
と
が
、
地
域
づ
く
り
の
第

一
歩
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
、
地
域
発

展
の
た
め
に
頑
張
り
ま
す
」
と
、
受
賞

の
喜
び
と
今
後
の
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
大
洲
市
で
は
、
今
回
受
賞
さ

れ
た
左
記
の
個
人
、
団
体
の
活
動
内
容

な
ど
を
定
期
的
に
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

▽
青
木　

憲け
ん

一い
ち

（
五
郎
）

▽
武
内
八や

重え

子こ

（
八
多
喜
）

▽
平
井　
　

宏ひ
ろ
し

（
肱
南
）

▽
櫛
友
会
（
櫛
生
）

▽
白
滝
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
会
（
白
滝
）

▽
平
野
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
会（

平
野
）

▽
植
松
な
で
し
こ
会
（
植
松
）

▽
坂
本
す
み
れ
会
（
坂
本
）

▽
大
伍
ひ
ま
わ
り
会
（
大
伍
）

▽
垣
根
ク
ラ
ブ
（
岩
谷
）

▽
青
友
会
（
上
須
戒
）

▽
愛
媛
信
用
金
庫
大
洲
支
店
（
肱
北
）

▽
徳
森
婦
人
会
（
平
）

▽
肱
北
地
区
社
会
福
祉
協
議
会（

肱
北
）

【
敬
称
略
】

地道な活動が、　　
　みんなの元気に
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平
成
24
年
度
大
洲
市
成
人
式
が
１
月
13
日（
日
）、
大
洲
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
曇
り
空
で
、
時
折
強
い
風
が
吹
く
寒
い
一
日
と
な
り
ま
し
た

が
、式
典
に
は
晴
れ
着
や
ス
ー
ツ
を
着
こ
な
し
た
新
成
人
４
３
２
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
若
宮
青
年
団
に
よ
る
獅
子
舞
が

舞
台
を
降
り
て
会
場
内
を
駆
け
回
り
、会
場
か
ら
大
き
な
歓
声
が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
羅ら

り
瑠る

れ
櫓ろ

連れ
ん

に
よ
る
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
祭
り
の
華
麗
な
演
舞
が
会
場
を

魅
了
し
た
後
、
世
界
大
会
で
優
勝
し
た
德
田
耕こ
う

太た

郎ろ
う

さ
ん
の
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
の
演
技
が
披
露
さ
れ
、
会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
式
典
で
、
清
水
市
長
は
激
励
と
と
も
に
「
こ
れ
か
ら
は
グ
ロ
ー
バ
ル
に
物
事

を
捉
え
、
自
分
に
は
何
が
で
き
る
の
か
考
え
て
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
社
会
人
に

な
る
上
で
、
他
人
の
意
見
を
よ
く
理
解
し
な
が
ら
、
恐
れ
ず
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
新
成
人
を
代
表
し
て
下
岡
美み

紀き

さ
ん
が
、「
昨
年
12
月
に
は
衆
議
院
選

挙
が
実
施
さ
れ
、
初
め
て
の
投
票
と
な
り
ま
し
た
。
若
者
が
政
治
に
積
極
的
に
参
加
す
る

こ
と
が
社
会
貢
献
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
は
家
族
や
地
域
の
み
な
さ
ん
、
こ
れ

か
ら
関
わ
り
を
持
つ
人
た
ち
と
の
絆
を
大
切
に
、
自
分
を
磨
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
、
感
謝
と
と
も
に
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。　

グ
ロ
ー
バ
ル
に
考
え
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
　
～
平
成
24
年
度
大
洲
市
成
人
式
～

1 アトラクションで技を披
露する德田耕

こう

太
た

郎
ろう

さん
2 式典の様子
3 司会進行を務める古森健

けん

太
た

郎
ろう

さんと坂井菜
な

摘
つみ

さん
4 記念品の目録を受け取る
東瀬

せ

菜
な

さん
56 祝福の花束を受け取る
松本翔

しょう

太
た

さんと山田瑠
る

美
み

さん
7 新成人を代表してお礼の
言葉を述べる下岡美

み

紀
き

さん

12

3

4

7

5

6
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新成人のみなさんに、身近な目標を
教えていただきました。

二十歳の言葉

桧田恵
え

梨
り

奈
な

　さん
（八多喜）

村田　結
ゆい

　さん　
（春賀）　　

江尻　綾
あや

華
か

　さん
（新谷）

石田　茜
あかね

　さん　
（中村）

芝田　翔
しょう

太
た

　さん
（大洲）

門口　司
つかさ

　さん　
（長浜町出海）

二宮　典
のり

子
こ

　さん
（成能）

伴
ばん

野
の

　由
ゆ

佳
か

　さん　
（菅田町宇津）

菊池　彰
あき

洋
ひろ

　さん
（平野町平地）

新
成
人
の
み
な
さ
ん
が
生
ま
れ
た

平
成
４
年
度
の
主
な
出
来
事

大
洲
地
域

▽
徳
森
公
園
完
成

▽ 

国
道
56
号
大
洲
道
路
完
成

（
北
只
〜
東
大
洲
間
５
・
８
キ
ロ
）

長
浜
地
域

▽ 

小
浦
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ス
ポ
ー
ツ

パ
ー
ク
完
成

肱
川
地
域

▽
大
谷
小
学
校
校
舎
落
成

河
辺
地
域

▽
ふ
る
さ
と
公
園
オ
ー
プ
ン

ニ
ュ
ー
ス

▽ 

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
の
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト

ル
「
エ
ン
デ
バ
ー
」
で
、
毛
利

衛ま
も
る

さ
ん
が
日
本
人
初
の
宇
宙
飛

行
▽ 

ア
メ
リ
カ
で
、
ビ
ル
・
ク
リ
ン

ト
ン
大
統
領
が
就
任

▽ 

大
相
撲
で
曙

あ
け
ぼ
のが
、
外
国
人
力
士

と
し
て
初
め
て
横
綱
に
昇
進

流
行
語

▽
き
ん
さ
ん
・
ぎ
ん
さ
ん

▽
は
だ
か
の
お
つ
き
あ
い

▽ 

う
れ
し
い
よ
う
な
、
か
な
し
い

よ
う
な

ヒ
ッ
ト
曲

▽
世
界
中
の
誰
よ
り
き
っ
と

▽
決
戦
は
金
曜
日

▽
ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ロ
ル
の
頃
に
は

広報大洲 ３月号 8



恩師からのメッセージ

大
洲
で
生
ま
れ
育
っ
た
か
ら
こ
そ

　

こ
の
大
洲
で
生
ま
れ
育
っ
た
人
た
ち

が
、
全
国
や
世
界
を
舞
台
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
人
を
目
標
に
努
力
を
続

け
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

　

郷
土
を
愛
し
、
地
域
に
貢
献
す
る
人

も
ま
た
、
努
力
を
惜
し
む
こ
と
な
く
、

豊
か
で
活
力
の
あ
る
地
域
づ
く
り
に
励

ん
で
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
が
人
を
育
み
、
人
が
ふ
る

さ
と
を
愛
し
、
お
互
い
に
活
力
を
与
え

て
い
る
の
で
す
。

　

こ
の
活
力
あ
ふ
れ
る
大
洲
の
地
か

ら
、
世
界
で
活
躍
す
る
人
た
ち
が
、
今

後
も
輩
出
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
社
会
人
と
し
て
、
新
た
な

門
出
を
迎
え
た
新
成
人
の
み
な
さ
ん
、

あ
な
た
に
夢
や
希
望
は
あ
り
ま
す
か
。

郷
土
に
誇
り
を
持
っ
て
い
ま
す
か
。

　

家
族
や
両
親
の
こ
と
を
大
切
に
思
っ

て
い
ま
す
か
。

　

新
成
人
の
み
な
さ
ん
に
は
、
こ
れ
か

ら
も
、
自
分
自
身
を
育
て
て
く
れ
た
家

族
や
友
人
、
大
切
な
人
た
ち
と
同
じ
よ

う
に
、ふ
る
さ
と
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
歩
ん
で
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

　成人式を迎えられたみ
なさん、おめでとうござ
います。きっと素晴らし
い大人になっているので
しょうね。
　土砂降りの中の応援合
戦。燃えに燃えた合唱コ
ンクール。何にでも団結
して一生懸命に頑張るこ
とのできるみなさんでし
た。
　またいつの日か、みな
さんとお会いできること
を楽しみに、心よりご活
躍を祈っています。

　二十歳おめでとう！　
　先日の同窓会で５年ぶ
りに、みんなの元気な顔
を見ることができ、本当
にうれしかったです。
　あの頃は、たくさんの
感動をありがとう。これ
から生きていく道でも、
あなたたち一人ひとりの
温かい光を灯し続けてい
ってください。これから
も、ずっと応援していま
す。次に会える時を楽し
みにして。

　みなさんを育んだ長浜
では、相変わらず赤橋に
沈む夕日が絶景です。
　滅多に見られない肱川
あらしも、相変わらず神
秘的です。
　身の引き締まる寒さと
ともに、これから晴れる
だろうという期待もこみ
上げてきます。
　そんな「ふるさと」を
大切にし、足元をしっか
りと固め、広い世界へと
羽ばたいてください。
　見守っています。

　成人式を迎えられたみ
なさん、おめでとうござ
います。
　君たちが河辺中学校を
巣立ってから5年。それ
ぞれの道で元気に頑張っ
ていることと思います。
　「聰

さと

く賢
さか

しく逞しく　高
き理想をかかげつつ　不
滅の真理錬磨こそ　わが
河中の望みなれ」
　これからも応援してい
ます。

平成₁₉年度当時：
大洲南中学校
　３年２組担任　

笹井　弘
ひろ

樹
き

 先生

平成₁₉年度当時：
肱川中学校３年担任　

大森たけ子 先生

平成₁₉年度当時：
長浜中学校
　３年２組担任　

宮本　照
てる

美
み

 先生

平成₁₉年度当時：
河辺中学校３年担任　

神
かん

田
だ

　雅
まさ

弘
ひろ

 先生
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【がんばる市内企業の事業活動や事業展開を紹介します】

文化財

丸山大師堂のスギ
大洲市指定天然記念物
丸山大師堂

　肱川町の丸山公園中腹
に位置する大師堂の境内
には、樹高約23ｍ、根回
り４.7ｍ、目通り3.5ｍで、
樹齢約４00年と推定されるスギがあります。
　地上約3.5ｍのところで３つに分岐した幹それぞ
れが、同じように成長したため、主幹は本来のス
ギの形のように高く伸びてはいませんが、東西21.5
ｍ、南北15.5ｍに力強く伸びた枝により、堂々とし
た巨樹らしい風格を見せています。
　本樹のある大師堂は、江戸時代には地蔵堂と呼
ばれていましたが、弘法大師の石像を祭った時か
ら、大師堂と呼ばれるようになったと伝えられて
います。
 （昭和51年11月26日指定）

シリーズ

　

弊
社
は
、
昭
和
37
年
に
創
業

し
、現
在
は
22
人
の
従
業
員
が
、

24
時
間
体
制
で
お
客
様
の
要
望

に
お
応
え
し
て
い
ま
す
。

　

弊
社
の
主
な
業
務
は
、
浄
化

槽
の
維
持
管
理
業
務
、
産
業
廃

棄
物
汚
泥
な
ど
の
収
集
・
運
搬
・

処
理
を
行
う
業
務
で
す
。

　

今
年
度
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
環
境
保
全
に
努
め
て
い

き
た
い
、
少
し
で
も
お
客
様
の

役
に
立
ち
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
、
バ
イ
オ
洗
剤
な
ど
の
Ｅ
Ｃ

Ｏ
商
品
を
取
り
扱
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
販
路
拡
大
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
り
ま
す

が
、
地
道
な
営
業
活
動
を
通
し

て
、
徐
々
に
浸
透
さ
せ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
浄
化
槽
の
点
検
時
に

は
、
無
料
で
使
用
済
み
の
天
ぷ

ら
油
を
回
収
し
、
内
子
町
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
や
オ
オ
ズ
キ
ャ
ン
ド

ル
ナ
イ
ト
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
へ

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

弊
社
に
限
ら
ず
、
全
て
の
会

社
は
、
お
客
様
に
支
え
ら
れ
て

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

の
時
代
、
日
頃
の
感
謝
の
気
持

ち
を
、
い
か
に
顧
客
満
足
度
の

向
上
に
転
化
で
き
る
か
が
、
重

要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

お
客
様
か
ら
い
た
だ
く
﹁
あ

り
が
と
う
﹂
は
、
弊
社
に
と
っ
て

何
物
に
も
替
え
難
い
原
動
力
で

あ
り
、
仕
事
へ
の
や
り
が
い
に
も

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
が
問
題
に
な
る

中
、今
後
、弊
社
で
は
お
墓
参
り・

掃
除
の
代
行
な
ど
を
行
う
、
新

た
な
分
野
に
も
挑
戦
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も﹃
感

謝
の
心
を
も
っ
て　

良
い
仕
事
を

し　

幸
せ
に
働
く
﹄
を
モ
ッ
ト
ー

に
、よ
り
多
く
の
﹁
あ
り
が
と
う
﹂

を
目
指
し
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

株式会社　大喜水質管理センター 
～感謝の心をもって　良い仕事をし　幸せに働く～

◇所在地　大洲市新谷
◇電　話　25－2012

野　鳥

コミミズク（小耳木兔）
フクロウ目フクロウ科
大きさ38㎝� 翼開長99㎝

　冬の草原やヨシ原に現れる、フクロウの仲間です。
ぬいぐるみのような愛らしい姿で人気がありますが、
目が人間のように正面にあるのは、左右の目で獲物と
の距離を計って狩りをするためです。また、顔の羽毛
はネズミの動くかすかな音を聞き分ける、パラボラア
ンテナの役目をします。夜行性ですが、時折昼間で
も飛びまわることがあります。以前は、東大洲の穀倉
地帯でも観察されていましたが、大きな道路や夜間
の街灯の明かりが影響したのか、最近は観察されて
いません。節電とよく言われますが、夜は早くに活動
を切り上げて、日の出とともに行動を開始する生活を
身につければ、人類はもとより他の生き物たちにも、
相当な恩恵があるような気がします。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟

が
ん
ば
る
大
洲
企
業
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 シリーズ　宝塚通信Ｖol. ２
　

大
洲
の
み
な
さ
ん
、お
元
気
で
す
か
。

宝
塚
歌
劇
団
雪
組
の
彩
風
咲
奈
で
す
。

　

私
が
宝
塚
歌
劇
団
に
憧
れ
て
大
洲
の

地
を
離
れ
て
か
ら
、
早
い
も
の
で
７
年

が
経
ち
ま
す
。

　

初
め
て
宝
塚
に
訪
れ
た
時
、
山
が
た

く
さ
ん
あ
り
、
川
が
流
れ
て
い
る
風
景

を
見
て
、
ど
こ
と
な
く
大
洲
と
似
た
印

象
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ッ
ス
ン
や
公

演
な
ど
、
と
て
も
充
実
し
た
日
々
を
送

っ
て
い
ま
す
が
、
大
切
な
ふ
る
さ
と
・

大
洲
に
、
時
々
帰
り
た
い
な
と
思
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
大
洲
で
過
ご
し
た
思
い
出

に
つ
い
て
、
少
し
触
れ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

ま
ず
は
冨
士
山

　

小
中
学
生
の
時
、
よ
く
遠
足
な
ど
で

出
か
け
ま
し
た
。
冨
士
山
は
、
中
学
校

の
裏
に
あ
っ
て
、
昔
か
ら
遊
び
場
と
し

て
慣
れ
親
し
ん
だ
場
所
で
し
た
。
冨
士

山
は
身
近
な
場
所
の
一
つ
で
、
家
族
や

友
達
と
過
ご
し
た
思
い
出
が
、
た
く
さ

ん
詰
ま
っ
た
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

　
次
に
い
も
た
き

　

大
洲
を
離
れ
る
ま
で
、
い
も
た
き
は

全
国
ど
こ
に
で
も
あ
る
も
の
だ
と
信
じ

込
ん
で
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
い
も
た

き
の
こ
と
を
宝
塚
の
友
達
に
話
す
と

…
…
全
く
通
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
分

が
当
た
り
前
の
よ
う
に
食
べ
て
い
た
も

の
が
、
実
は
他
で
は
珍
し
い
も
の
な
ん

だ
と
気
づ
き
、
自
分
で
も
思
わ
ず
笑
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

宝
塚
に
い
る
と
、
い
も
た
き
を
食
べ

る
機
会
が
な
い
の
で
、
帰
省
し
た
時
に

は
、
母
に
作
っ
て
も
ら
お
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
私
は
じ
ゃ
こ
カ
ツ
も
大

好
物
で
す
。

肱
川
と
言
え
ば
、
夏
の
花
火
大
会

　

毎
年
、
大
洲
で
行
わ
れ
る
た
く
さ
ん

の
花
火
大
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し

た
。
肱
川
に
映
る
色
と
り
ど
り
の
花
火

が
、
と
て
も
幻
想
的
な
光
景
だ
っ
た
こ

と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

大
洲
は
、
う
か
い
も
有
名
な
と
こ
ろ

で
す
が
、
私
は
う
か
い
を
経
験
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
機
会
が
あ
れ
ば
、

花
火
を
見
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
鵜う

飼か

い
船
に
乗
っ
て
み
た
い
で
す
。

心
に
残
る
思
い
出
の
場
所

　

私
は
、
肱
川
橋
か
ら
臥
龍
山
荘
ま
で

続
く
、
肱
川
の
岸
辺
が
好
き
で
し
た
。

　

風
情
あ
る
町
並
み
と
、
壮
大
な
肱
川

の
景
色
が
と
て
も
き
れ
い
で
、
今
で
も

お
気
に
入
り
の
場
所
の
一
つ
で
す
。

　

ま
た
、
ポ
コ
ペ
ン
横
丁
な
ど
地
元
で

行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
も
大
好
き
で
、
浪

漫
祭
で
は
人
力
車
に
乗
ら
せ
て
も
ら
っ

た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
イ
ベ
ン
ト
が
、
今
も
昔
と
変
わ
ら
ず

続
い
て
い
る
こ
と
が
、
本
当
に
う
れ
し

い
で
す
。

『
大
洲
の
み
な
さ
ん
へ
一
言
』

　

私
は
、
大
洲
で
の
思
い
出
か
ら
元
気

を
も
ら
い
、
毎
日
頑
張
っ
て
レ
ッ
ス
ン

に
励
ん
で
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
か
ら
の

温
か
い
応
援
に
、
私
は
と
て
も
勇
気
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
一
生
懸
命
頑
張
り
ま

す
。
応
援
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

～大洲での思い出をご紹介します～
大
洲
市
出
身
の
タ
カ
ラ
ジ
ェ
ン
ヌ

彩あ
や

風か
ぜ

　
咲さ

き

奈な　

さ
ん
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おおずニュース

ア
ル
ミ
缶
回
収
で
肱
東
中
学
校
に
感
謝
状

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　

長
年
に
わ
た
り
ア
ル
ミ
缶
回
収
活
動

を
行
い
、
特
に
顕
著
な
取
り
組
み
が
あ

っ
た
と
し
て
、
肱
東
中
学
校
が
平
成
24

年
度
ア
ル
ミ
缶
回
収
優
秀
校
に
選
ば

れ
、
ア
ル
ミ
缶
リ
サ
イ
ク
ル
協
会︵
東
京

都
︶か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ル
ミ
缶
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
は
、
資

源
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
活
用
を
図

り
、
ポ
イ
捨
て
な
ど
に
よ
る
空
き
缶
の

公
害
防
止
、
自
然
環
境
の
保
護
な
ど
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

ア
ル
ミ
缶
回
収
を
通
じ
て
環
境
学
習

の
支
援
を
行
う
た
め
、
毎
年
、
ア
ル
ミ

缶
回
収
優
秀
校
の
表
彰
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

大
洲
市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
と
、

お
お
ず
女
性
塾
の
共
催
に
よ
る
男
女
共

同
参
画
社
会
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
が
、
１

月
20
日︵
日
︶、
大
洲
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
で
、
大
洲
市
女
性
団
体
連
絡
協

議
会
の
三
好
康や

す

子こ

会
長
は
﹁
私
た
ち
は

日
頃
か
ら
男
女
共
同
参
画
に
対
す
る
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
実
践
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
お
お
ず
女
性
塾
に
つ
い

て
も
、
ふ
る
さ
と
﹃
お
お
ず
﹄
の
再
発

見
、
家
庭
、
地
域
に
お
け
る
男
女
共
同

参
画
を
推
進
す
る
た
め
の
講
座
を
開
催

し
、
活
動
し
て
い
ま
す
。
本
日
の
セ
ミ

ナ
ー
が
、
家
庭
で
、
職
場
で
、
そ
し
て

地
域
で
、
男
女
共
同
参
画
の
き
っ
か
け

に
な
る
こ
と
を
祈
念
し
て
い
ま
す
﹂
と

あ
い
さ
つ
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
持
続
的
に
発
展
可
能
な
社

会
を
作
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
天
然
資

源
の
消
費
を
抑
制
し
、
環
境
へ
の
負
荷

を
で
き
る
だ
け
低
減
す
る
循
環
型
社
会

の
形
成
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
が
、
リ

サ
イ
ク
ル
で
す
。

　

肱
東
中
学
校
は
、
平
成
８
年
か
ら
委

員
会
活
動
の
一
環
と
し
て
、
毎
週
水
曜

日
に
生
徒
た
ち
が
ア
ル
ミ
缶
を
持
ち
寄

り
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
年
間
約
１
０
０
キ
ロ
を
回
収
し
、

リ
サ
イ
ク
ル
で
得
た
収
入
を
、
地
域
の

福
祉
施
設
に
寄
付
し
て
い
ま
す
。

　

継
続
的
な
活
動
の
実
績
が
評
価
さ

れ
、
今
回
の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
前
尼
崎
市
長
で

数
々
の
職
歴
を
持
つ
白
井
文あ

や

先
生
に
よ

る
﹁
男
女
共
同
参
画
と
私
た
ち
の
未
来

～
意
思
決
定
の
場
に
女
性
を
～
﹂
と
題

し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　

講
演
で
は
、
自
ら
が
経
験
し
た
阪
神

淡
路
大
震
災
で
、
女
性
の
目
線
か
ら
見

た
避
難
所
対
策
、
女
性
の
社
会
進
出
に

必
要
な
企
業
側
の
意
識
改
革
、
市
長
に

就
任
し
た
経
緯
な
ど
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、
参
加
し
た
約
１
６
０
人

の
観
客
に
﹁
私
に
は
無
理
と
決
め
つ
け

な
い
で
、
私
か
ら
一
歩
、
私
か
ら
前
に

と
、
何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し

い
﹂
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
り
ま
し
た
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
セ
ミ
ナ

ー
は
、
平
成
５
年
に
第
１
回
目
が
開
催

さ
れ
、
平
成
７
年
か
ら
毎
年
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
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おおずニュース

薄
味
で
、
心
も
体
も
健
康
に　
～
平
成
24
年
度　

健
康
食
フ
ェ
ア
～

テ
ー
マ
：
高
血
圧
予
防
を
中
心
と
し
た
、
生
活
習
慣
病
予
防
食

平
成
24
年
度　

肱
川
洪
水
危
機
管
理
演
習

～
災
害
に
備
え
て
万
全
の
体
制
を
～　
　
　

　

地
域
の
人
た
ち
の
健
康
を
考
え
、

﹁
食
﹂
を
通
し
た
健
康
づ
く
り
の
普
及

を
目
的
に
、
大
洲
市
食
生
活
改
善
推
進

協
議
会
主
催
に
よ
る﹁
健
康
食
フ
ェ
ア
﹂

が
２
月
１
日︵
金
︶、
大
洲
市
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
地
区
の
リ
ー
ダ
ー
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
主
催
の
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る

た
め
の
講
習
会
︵
今
年
度
の
テ
ー
マ
・
高

血
圧
予
防
食
︶
を
受
講
し
、
市
内
の
19

支
部
へ
伝
達
講
習
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ア
会
場
に
は
、
各
支
部
が
テ
ー
マ

に
沿
っ
て
用
意
し
た
19
品
目
の
健
康
食

が
、
所
狭
し
と
並
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
肱
川
洪
水
危
機
管
理
演

習
が
２
月
５
日︵
火
︶、
大
洲
市
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
土
交
通
省
、
愛
媛
県
、
大
洲
市
、

大
洲
地
区
広
域
消
防
事
務
組
合
な
ど
８

機
関
が
参
加
し
た
こ
の
演
習
は
、
直
轄

河
川
に
関
わ
る
地
方
公
共
団
体
を
対
象

に
、
大
規
模
洪
水
災
害
時
に
お
け
る
防

災
担
当
者
の
危
機
管
理
へ
の
対
処
能
力

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

実
施
に
当
た
り
清
水
市
長
は
﹁
河
川

整
備
と
併
せ
、
今
回
の
情
報
伝
達
訓
練

な
ど
に
よ
り
経
験
し
た
こ
と
が
、
洪
水
被

害
の
軽
減
に
つ
な
が
る
。
生
命
、
財
産
を

守
る
た
め
に
は
、
的
確
な
判
断
が
求
め
ら

れ
る
。
今
回
の
訓
練
を
、
今
後
の
防
災
に

役
立
て
て
い
き
た
い
﹂
と
述
べ
ま
し
た
。

　

開
会
に
当
た
り
、
当
協
議
会
の
冨
永

裕ひ
ろ

代よ

会
長
は
﹁
各
支
部
の
ヘ
ル
ス
メ
イ

ト
が
用
意
し
た
数
々
の
料
理
を
、
ゆ
っ

く
り
堪
能
し
、
元
気
に
な
っ
て
帰
っ
て

く
だ
さ
い
﹂
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
訪
れ
た
清
水
市
長
は
、

﹁
健
康
で
あ
る
た
め
に
は
、
食
生
活
の

見
直
し
や
体
を
動
か
す
こ
と
が
大
切
で

す
。
ま
た
、お
い
し
い
と
思
う
こ
と
は
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
に
も
つ
な
が
る
と

思
い
ま
す
﹂
と
話
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、約
２
８
０
人
の
参
加
者
は
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
料
理
を
食
べ

な
が
ら
、会
話
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

約
１
２
０
人
が
参
加
し
た
こ
の
演
習

は
、災
害
対
策
本
部
の
運
営
に
つ
い
て
、

効
果
的
な
図
上
演
習
で
あ
る
ロ
ー
ル
プ

レ
イ
ン
グ
方
式
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

肱
川
流
域
で
大
規
模
水
害
の
発
生
を
想

定
し
た
状
況
を
作
り
出
し
、
図
上
で
災

害
を
模
擬
体
験
す
る
こ
の
演
習
で
は
、

大
洲
市
長
と
大
洲
河
川
国
道
事
務
所
長

と
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
確
認
や
、
関
係

機
関
へ
の
情
報
伝
達
な
ど
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　

ま
た
、
防
災
担
当
者
ら
が
本
番
さ
な

が
ら
の
様
相
で
、
迅
速
な
行
動
、
決
断
、

指
示
、
報
告
の
一
連
の
動
き
に
つ
い
て

訓
練
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

国
、
愛
媛
県
、
大
洲
市
で
は
、
今
後

も
危
機
管
理
に
つ
い
て
の
連
携
強
化
に

努
め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
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まちのわだい

無病息災を願って
～大成地区・どんと焼き～

肱川を舞台に新春の風物詩
～第59回大洲市寒中水泳大会～

　今年一年の無病息災、五穀豊穣を願い、大川（大成
地区）の宇都宮神社で、家々から持ち寄った正月の門松、
しめ縄、古いお札などを燃やす「どんと焼き」が行われ
ました。
　今年初めてのこの行事には、小学生・保育園の園児
も参加し、地元の氏子有志から供えられた餅を焼いたり、
ぜんざいを食べるなど、身も心も温かく新年をスタート
しました。

　毎年の恒例行事である大洲市寒中水泳大会が開催
され、約90人の参加者が肱川で初泳ぎを行いました。
　この日の水温は 6 度で、例年よりも寒さが厳しい
中、 3 歳から72歳までの参加者たちは力強い泳ぎを見
せていました。
　また、大洲神伝流保存会の会員による日本泳法や大
学生による水書、日傘が披露され、訪れた観客から、
大きな拍手が送られていました。

1 月14日㈪

1 月15日㈫

寒さを吹き飛ばせ！
～第30回大洲市健康マラソン大会～

人権意識を高めよう
～平成24年度今坊公民館・友愛館大会～

　第30回大洲市健康マラソン大会が、八幡浜・大洲地
区運動公園で行われ、幅広い年齢層から1,063人のラ
ンナーが参加しました。
　この大会では全21部門のコースが設けられ、参加者
たちはそれぞれのペースでコースを完走していまし
た。そんな参加者たちに対し、スタンドや沿道の観客
からは盛んな声援が送られ、運動公園は、寒さを吹き
飛ばす熱気に包まれていました。

　平成2４年度今坊公民館・友愛館大会が、今坊教育集
会所で開催されました。
　当日は、地元の小中学生による人権標語や人権詩、人
権作文の発表・展示が行われました。また、替

か え

地
ち

和
か ず

人
ひ と

氏（元
喜多灘小学校校長）による「ふるさとの絆づくりを（人
権・同和教育視点に立って）」と題した、心温まる講
演が行われました。
　この大会は「ぬくもりのある地域づくりを目指し
て」をテーマに、毎年開催しています。

2 月 2 日㈯

2 月 3 日㈰
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Information

　

五
郎
花
を
愛
す
る
会
の
み
な
さ
ん

が
、
今
年
も
一
面
の
菜
の
花
畑
を
お
届

け
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
毎
年
恒
例
の
餅
ま
き
が
行

わ
れ
、新
鮮
野
菜
や
つ
き
た
て
の
お
餅
、

う
ど
ん
な
ど
が
販
売
さ
れ
ま
す
。

　

春
の
一
日
、
の
ん
び
り
と
過
ご
し
ま

せ
ん
か
。

【
日　

時
】
３
月
17
日
㈰

 

　

午
前
９
時
～

【
場　

所
】
五
郎
河
川
敷　

菜
の
花
畑

【
問
い
合
わ
せ
先
】

商
工
観
光
課
観
光
係

☎
㉔
２
１
１
１
︵
内
線
５
３
９
︶

　

大
洲
農
業
高
等
学
校
の
生
徒
た
ち

が
、
春
分
の
日
に
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。

　

菜
の
花
を
バ
ッ
ク
に
し
た
特
設
ス
テ

ー
ジ
で
は
、
青
空
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、
菜

の
花
う
ど
ん
や
農
場
生
産
物
な
ど
が
販

売
さ
れ
ま
す
。ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
日　

時
】
３
月
20
日
㈬

 

　

午
前
９
時
30
分
～

【
場　

所
】
五
郎
畑
の
前
橋

︵
通
称
﹁
赤
橋
﹂︶
下
特
設
会
場

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
農
業
高
等
学
校

☎
㉔
３
１
０
１

　

五
郎
菜
の
花
ま
つ
り
の
ご
案
内

　

第
13
回
菜
の
花
フ
ェ
ス
タ
の
ご
案
内

３
月
31
日
㈰
～
４
月
30
日
㈫

　

し
ゃ
く
な
げ
の
見
頃
は
、
４
月
上
旬

～
中
旬
で
す
。
ぜ
ひ
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
テ
ー
マ
】

肱
川
町
の
風
景
お
よ
び
諸
行
事

【
締
め
切
り
】
５
月
17
日
㈮

※
当
日
消
印
有
効

【
応
募
先
】
〒
７
９
７
・
１
５
９
２

大
洲
市
肱
川
町
山
鳥
坂
74
番
地

鹿
野
川
し
ゃ
く
な
げ
ま
つ
り
実
行
委
員
会

︵
肱
川
支
所
内
︶

☎
㉞
２
３
１
１

※
参
考

見
頃
を
迎
え
る
時
期
︵
例
年
︶

▽
さ
く
ら　
　
　

３
月
下
旬
～
４
月
上
旬

▽
し
ゃ
く
な
げ　

４
月
上
旬
～
中
旬

▽
つ
つ
じ　
　
　

４
月
下
旬
～
５
月
上
旬

　
鹿
野
川
し
ゃ
く
な
げ
ま
つ
り

　
肱
川
町
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　
作
品
募
集

行　事　名 期　　日 場所など
開幕式
餅の実演販売 ３月31日㈰ 鹿野川園地（野外舞台）

清流の里ひじかわ

しゃくなげまつり俳句大会 ４月14日㈰ 肱川風の博物館・歌麿館

しゃくなげゲートボール大会 ４月16日㈫
予備日：18日㈭ 大駄場ふれあい広場

えびね展示即売会 ４月27日㈯～
29日㈪ 丸山公園（しゃくなげ谷入口）

肱川町フォトコンテスト ５月17日㈮締め切り
当日消印有効

１年以内に肱川地域内で撮影
した風景、諸行事
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お し ら せ

　おおず赤煉瓦館では、日頃のご愛顧に感謝を
込めて、さまざまなイベントを実施します。
　ポコペン横丁では、お菓子まきや毎年恒例と
なったベイゴマ大会など、お年寄りから子ども
まで、みんなが楽しめるイベントが盛りだくさ
んです。

【日　時】 3 月17日㈰　午前10時～
【場　所】おおず赤煉瓦館・ポコペン横丁
【問い合わせ先】
商工観光課　☎2４－2111（内線539）

　あかれんが感謝祭&ポコペンまつり

　 2 日間で 2 万個の廃油ろうそくや提
ちょう

灯
ち ん

・行
あ ん

灯
ど ん

な
どで大洲城近辺を彩ります。夜の大洲城を歩いて
いただき、新たな魅力を感じてください。また、
10日のフィナーレには花火を打ち上げます。

【日　時】 3 月 9 日㈯・10日㈰　午後 5 時～ 9 時
【場　所】大洲城周辺
【主　催】オオズ☆ロケット団
【問い合わせ先】
商工観光課　☎2４－2111（内線539）

　オオズキャンドルナイト♯４
　　　　　　　　　～大洲城　華と灯りの宴～

　

今
年
も
城
山
公
園
、
冨
士
山
公
園
、
祇
園
公
園
で

さ
く
ら
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
城
山
公
園
、
冨

士
山
公
園
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
か
ら
始
ま
り
、
祇
園
公

園
の
八
重
桜
へ
と
桜
が
咲
き
乱
れ
ま
す
。

　

期
間
中
は
各
種
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
、
春

の
訪
れ
を
感
じ
に
出

か
け
て
く
だ
さ
い
。

【
期　

間
】

３
月
₂₉
日
㈮
～

４
月
₂₅
日
㈭

【
桜
の
本
数
】

▽
城
山
公
園

︵
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
︶

　

２
０
０
本

▽
冨
士
山
公
園

︵
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
︶

　

３
０
０
０
本

▽
祇
園
公
園

︵
八
重
桜
︶

　

７
０
０
本

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
観
光
協
会

☎
㉔
２
６
６
４

月 日 ４ 月 7 日㈰ ４ 月1４日㈰ ４ 月中旬

行 事
第55回愛媛県下

吟詠剣詩舞大洲大会
（至善流大洲吟詠会）

茶　会
（淡交会大洲支部)

ソフトボール大会
（大洲市教育委員会）
（スポーツ少年団）

剣道大会
（大洲市教育委員会）
（スポーツ少年団）

観桜会
（八多喜商工会）

時 間 午前 ８ 時30分～
午後 5 時

午前10時～
午後 3 時

午前 ８ 時30分～
午後 3 時

午前 9 時～
午後 3 時

午前11時～
午後 3 時

場 所 市民会館大ホール
他 6 会場 肱南公民館 多目的グラウンドほか 城山公園 祇園公園山頂

月 日 3 月29日㈮ 3 月31日㈰

行 事
開　幕　式
神　　事
花見の宴

春神楽
（鎮縄神楽）

時 間 午前11時30分～
午後 2 時

午前11時30分～
午後 3 時

場 所 城山公園 八幡神社

※城山公園・祇園公園は、出店（おでん・でんがく・うどんなど）があり、夜桜見物も楽しめます。

　

第
65
回
観
光
さ
く
ら
ま
つ
り
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Information

　大洲家族旅行村では ４ 月 7 日㈰、オートキャ
ンプ場を無料開放します。

【日　時】 ４ 月 7 日㈰　午前10時～午後 5 時
【場　所】大洲家族旅行村オートキャンプ場
【内　容】ぬくもり市 午前10時～午後 ４ 時
 　アコースティックライブ

午後１時～ ４ 時
 　コテージ内の見学 正午～午後 ４ 時

（午後 5 時以降の利用は有料）
【その他】雨天の場合、ぬくもり市とアコース
ティックライブは中止となります。
　　　　　

【問い合わせ先】
大洲家族旅行村
オートキャンプ場
☎23―23８４

　大洲家族旅行村
　さくらまつり無料開放デー

　満開の桜と地元農産品、バザー・餅まきなど
の楽しい催しで、みなさんのお越しをお待ちし
ています。

【日　時】 ４ 月 7 日㈰　午前10時～午後 3 時
【場　所】上須戒ふれあい広場
　　　　　（旧大洲少年自然の家）

【主　催】上須戒地域振興協議会
【問い合わせ先】
ＪＡ上須戒出張所　☎26－0021
上須戒公民館　　　☎26－01４6

　第 ９回上須戒さくらまつり

【
日　

時
】
４
月
20
日
㈯

受
け
付
け　

午
前
９
時
30
分
～

︵
開
会
式　

午
前
10
時
︶

【
集
合
場
所（
駐
車
場
）・
開
会
式
】

港
湾
緑
地

【
実
施
要
項
】

▽
川
下
り
の
部
︵
高
校
生
以
上
︶

・
募
集
人
数　

20
人

・
参
加
費　
　

１
５
０
０
円

・ 

コ
ー
ス　
　

 

白
滝
滝
川
樋
門
付
近
～

江
湖
の
港

・
ス
タ
ー
ト　

午
前
10
時
50
分
ご
ろ

※
開
会
式
の
後
、
バ
ス
で
移
動

▽
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
部

︵
小
学
校
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
︶

・
募
集
人
数　

１
０
０
人

・
参
加
費　
　

無
料

・ 

コ
ー
ス　

 　

 

港
湾
緑
地
か
ら
大
和
橋

付
近
を
折
り
返
し
、
江

湖
の
港
ま
で︵
約
６
㎞
︶

・
ス
タ
ー
ト　

午
前
10
時
15
分

【
募
集
期
間
】

３
月
15
日
㈮
午
前
９
時
～

４
月
10
日
㈬
午
後
５
時
︵
必
着
︶

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

【
申
込
方
法
】　　
　

参
加
部
門
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

　

坂
本
龍
馬
と
沢
村
惣そ

う
の
じ
ょ
う

之
丞
が
、
長
州
へ
渡
航
す
る
際
に
下
っ
た
肱
川
の
景
色
を

見
な
が
ら
﹃
川
下
り
﹄
と
﹃
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
﹄
で
、脱
藩
の
道
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

　

当
日
は
、
午
前
11
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
、
赤
橋
通
り
商
店
街
で
赤
橋
自
遊
空
間

を
開
催
し
ま
す
。
豪
華
景
品
が
当
た
る﹃
維
新
の
港・伊
予
長
浜
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
！
﹄

な
ど
、イ
ベ
ン
ト
も
盛
り
だ
く
さ
ん
！
ま
た
、長
高
水
族
館
も
開
館
し
て
い
ま
す
の
で
、

併
せ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

第
３
回
龍
馬
脱
藩
の
川
下
り
＆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

話
番
号
を
明
記
の
上
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※ 

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
・
郵
便
・

持
参
い
ず
れ
も
可

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
観
光
協
会
長
浜
支
部

︵
長
浜
支
所
地
域
振
興
課
地
域
づ
く
り
係
内
︶

〒
７
９
９
・
３
４
０
１

大
洲
市
長
浜
甲
４
８
０
番
地
の
３

☎
�
１
１
９
８

℻
�
１
１
４
５

ngachiikishinkou@
city.ozu.ehim

e.jp
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お し ら せ
　

大
川
鯉
の
ぼ
り
川
渡
し
実
行
委
員
会

で
は
、
毎
年
４
月
下
旬
か
ら
５
月
上
旬

ご
ろ
ま
で
の
間
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
成
長
を
願
っ
て
、
肱
川
︵
大
成
橋

上
流
︶
に
約
２
０
０
匹
の
鯉
の
ぼ
り
を

泳
が
せ
る
﹁
鯉
の
ぼ
り
川
渡
し
﹂
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
光
景
は
勇
壮
で
迫
力
が
あ
り
、

市
内
外
よ
り
多
く
の
み
な
さ
ん
に
見
物

に
来
て
い
た
だ
き
、
大
変
喜
ん
で
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

実
行
委
員
会
で
は
、
無
償
で
お
譲
り

い
た
だ
け
る
鯉
の
ぼ
り
︵
鯉
の
ぼ
り
・

吹
流
し
・
の
ぼ
り
︶
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　

鯉
の
ぼ
り
大
募
集
！
　

ご
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
鯉
の
ぼ
り
を

も
う
一
度
、
大
空
に
泳
が
せ
て
み
ま
せ

ん
か
。
み
な
さ
ん
か
ら
の
温
か
い
ご
寄

付
を
、
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
い
た
だ
い
た
鯉
の
ぼ
り
の
返

却
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
５
月
３
日
㈮
に
は
、
鯉
の
ぼ

り
を
背
景
に
大
川
公
民
館
前
の
広
場

で
、
地
元
運
営
に
よ
る
﹁
大
川
鯉
の
ぼ

り
祭
﹂︵
餅
つ
き
・
農
産
物
販
売
・
各

種
出
店
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
︶
を
開
催
す

る
予
定
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

【
募
集
期
間
】
４
月
20
日
㈯
ご
ろ
ま
で

【
設
置
予
定
期
間
】

４
月
28
日
㈰
～
５
月
11
日
㈯
ご
ろ

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

大
川
公
民
館　

☎
㉗
０
２
０
０

　

大
洲
城
で
は
、
来
城
者
の
み
な
さ
ん

に
大
洲
の
歴
史
に
ふ
れ
あ
い
、
体
験
し

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
博
物
館
な

ど
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
大
洲
藩
二
代
藩

主
加
藤
泰や

す

興お
き

公
の
甲
冑
や
肖
像
画
な

ど
、
大
洲
藩
に
由
来
す
る
レ
プ
リ
カ
の

展
示
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

天
守
閣
を
伝
統
的
工
法
で
再
建
す
る

際
に
使
用
さ
れ
た
組
手
の
模
型
や
、
複

製
さ
れ
た
﹁
い
ろ
は
丸
航
海
日
記
﹂
な

ど
、
実
際
に
手
に
ふ
れ
て
体
験
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
他
、
大
洲
城
を
バ
ッ
ク
に
甲
冑

姿
で
記
念
撮
影
が
で
き
る
﹁
甲
冑
体
験
﹂

も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
大
洲
城
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
展
示
品
（
レ
プ
リ
カ
）】

▽
紺こ
ん

糸い
と

威お
ど
し

桶お
け
が
わ川
二に

枚ま
い

胴ど
う

具ぐ

足そ
く

︵
二
代
加
藤
泰
興
公
甲
冑
︶

▽
黒く
ろ
う
る
し
ぬ
り

漆
塗
胸む
ね

薫ふ
す
べ

韋か
わ

綴と
じ

二に

枚ま
い

胴ど
う

具ぐ

足そ
く

︵
加
藤
家
伝
来
甲
冑
︶

▽
初
代
藩
主
加
藤
貞さ

だ

泰や
す

肖
像
画

▽
二
代
藩
主
加
藤
泰
興
肖
像
画

▽
い
ろ
は
丸
航
海
日
記

▽
木
継
ぎ
組
手
模
型

︵
大
洲
城
天
守
閣
の
再
建
工
法
︶

　

大
洲
城
で
甲か

っ
ち
ゅ
う冑
体
験
を
し
よ
う
！

 

甲
冑
体
験

【
料　

金
】

１
回　

５
０
０
円　
︵
10
分
程
度
︶

【
甲
冑
数
】

４
領
︵
大
人
用
２
領
・
子
供
用
２
領
︶

【
実
施
日
】

毎
週
土
・
日
・
祝

︵
平
日
も
予
約
が
あ
れ
ば
対
応
可
︶

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
城

☎
㉔
１
１
４
６
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Information

　

お
お
ず
女
性
塾
と
は
、
活
力
あ
ふ
れ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
人
材

育
成
と
、
い
き
い
き
と
し
た
男
女
共
同

参
画
社
会
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
、
女

性
の
学
習
の
場
で
す
。

　

環
境
問
題
や
福
祉
問
題
な
ど
、
幅
広

い
分
野
で
の
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

活
動
や
学
習
を
行
い
ま
す
。
女
性
の
み

な
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

市
内
在
住
の
女
性
で
、
講
座
に
参
加
で

き
る
人

※
第
10
期
ま
で
の
塾
生
は
除
き
ま
す
。

【
活
動
期
間
】

平
成
25
年
５
月
～
平
成
27
年
３
月

【
定　

員
︼
20
人

※ 

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と

な
り
ま
す
。

【
申
込
方
法
】

　

企
画
調
整
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
申
込
書
を
送
付
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

企
画
調
整
課
男
女
共
同
参
画
係

☎
㉔
１
７
２
８

消
防
団
と
は
？

　

本
業
を
持
ち
な
が
ら
、﹁
自
分
た
ち

の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
﹂
と
い
う

精
神
に
基
づ
き
、
地
域
の
安
全
を
守
る

た
め
に
活
躍
す
る
人
た
ち
の
集
ま
り
で

す
。

入
団
資
格
は
？

　

年
齢
18
歳
以
上
で
、
市
内
に
居
住
ま

た
は
勤
務
し
て
い
る
女
性
で
す
。

入
団
後
の
待
遇
は
？

　

年
間
一
定
額
の
報
酬
と
出
動
ご
と
に

手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
活
動

に
必
要
な
被
服
な
ど
が
貸
与
さ
れ
ま
す
。

主
な
活
動
内
容
は
？

▽ 

防
火
広
報
、
高
齢
者
世
帯
な
ど
の
防

火
訪
問

▽
地
域
住
民
の
応
急
手
当
指
導

▽
各
種
消
防
団
行
事
な
ど
へ
の
参
加

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

危
機
管
理
課

☎
㉔
１
７
４
２

　

第
11
期
お
お
ず
女
性
塾
塾
生
を
募
集
し
ま
す

　

女
性
消
防
団
員
募
集

　
　
　

～
女
性
の
私
た
ち
だ
か
ら
こ
そ
、

で
き
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
～

︵
参
考　

第
10
期
生
の
主
な
活
動
内
容
︶

・ 

男
女
共
同
参
画
や
市
政
に
つ
い
て

の
講
座

・
先
進
地
視
察
研
修

・
大
洲
市
議
会
の
傍
聴

・
救
命
救
急
に
つ
い
て
の
講
座

・ 

福
祉
問
題
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
に
つ
い
て
の
講
座

・
市
内
施
設
の
視
察
研
修

・ 
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
セ
ミ

ナ
ー
の
合
同
開
催 

な
ど

応急手当指導（AED取り扱い訓練ほか）

出初式での軽可搬ポンプ操法披露
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お し ら せ
　

近
年
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
社
会
環

境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
核
家

族
な
ど
の
家
庭
環
境
や
就
労
形
態
の
多

様
化
に
よ
っ
て
、
時
に
は
通
常
の
保
育

サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
対
応
し
き
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
仕
事
と
育
児
の
両
立
が
で

き
る
社
会
環
境
を
応
援
す
る
た
め
、
大

洲
市
で
は
４
月
に
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
を
開
所
す
る
予
定

で
す
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ

ー
は
、
子
育
て
の
手
助
け
を
し
て
ほ
し

い
人
︵
利
用
会
員
︶
と
、
子
育
て
の
手

助
け
を
し
た
い
人
︵
サ
ポ
ー
ト
会
員
︶

が
会
員
と
な
っ
て
、
地
域
の
子
育
て
を

助
け
合
う
活
動
で
す
。

【
援
助
活
動
の
主
な
内
容
】

▽ 

保
育
施
設
の
保
育
開
始
前
や
保
育
終

了
後
の
子
ど
も
の
預
か
り

▽
保
育
施
設
ま
で
の
送
迎

▽ 

児
童
ク
ラ
ブ
終
了
後
の
子
ど
も
の
預

か
り

▽
学
校
の
放
課
後
の
子
ど
も
の
預
か
り

▽ 

学
校
行
事
や
通
院
の
際
の
子
ど
も
の

預
か
り

▽ 

冠
婚
葬
祭
や
外
出
の
際
の
子
ど
も
の

預
か
り

※
会
員
同
士
の
了
解
が
あ
り
、
事
業
の

　

趣
旨
か
ら
そ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
さ

　

交
通
災
害
共
済
と
は
、
愛
媛
県
市
町

総
合
事
務
組
合
が
行
っ
て
い
る
公
的
共

済
制
度
で
す
。
交
通
事
故
な
ど
で
災
害

を
被
っ
た
場
合
に
、
少
し
の
掛
け
金
で

見
舞
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
加
入
申
込
方
法
】

　

指
定
金
融
機
関
に
加
入
申
込
書
を
持

参
し
、掛
け
金
を
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

加
入
申
込
書
は
、
平
成
25
年
１
月
31

日
︵
基
準
日
︶
に
大
洲
市
に
住
民
登
録

の
あ
る
人
に
対
し
て
、
区
長
各
位
に
よ

る
配
付
、ま
た
は
郵
送
で
送
付
し
ま
す
。

参
考
に
、
加
入
申
込
書
記
載
例
、
交
通

災
害
共
済
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
同
封
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
基
準
日
以
降
に
大
洲
市
に
転

入
し
た
人
や
、
加
入
申
込
書
が
届
か
な

い
人
で
加
入
を
希
望
す
る
場
合
、
加
入

申
込
書
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
加
入
資
格
】

大
洲
市
に
居
住
し
、
住
民
基
本
台
帳
に

記
録
さ
れ
て
い
る
人
お
よ
び
共
済
加
入

者
の
被
扶
養
者
で
、
市
外
に
居
住
し
て

い
る
人

【
掛
け
金
】︵
１
人
年
額
︶

大　

人 

７
０
０
円

中
学
生
以
下 
３
０
０
円

　

平
成
25
年
４
月　

開
所
予
定　
　

　
お
お
ず
フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー
会
員
募
集
　
平
成
25
年
度
交
通
災
害
共
済
加
入
申
し
込
み
の
お
知
ら
せ

　
（
３
月
１
日
か
ら
受
付
開
始
）

ま
ざ
ま
な
ご
依
頼
に
対
応
で
き
ま
す
。

【
利
用
会
員
】

▽ 

市
内
在
住
の
生
後
６
か
月
～
小
学
校

６
年
生
の
子
ど
も
が
い
る
人

※ 

利
用
会
員
と
サ
ポ
ー
ト
会
員
の
両
方

に
登
録
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

【
サ
ポ
ー
ト
会
員
】

▽
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

▽ 

子
ど
も
が
好
き
で
、
子
育
て
支
援
に

理
解
と
熱
意
の
あ
る
健
康
な
人　

※ 
講
習
を
受
講
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
利
用
時
間
と
料
金
】

▽
月
～
金
の
午
前
７
時
～
午
後
７
時

　

１
時
間
あ
た
り　
　

６
０
０
円

▽ 

土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
お
よ
び

右
記
以
外
の
時
間

　

１
時
間
あ
た
り　
　

７
０
０
円

※ 

活
動
時
間
は
午
前
６
時
～
午
後
９
時

の
間
と
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

社
会
福
祉
課
子
育
て
支
援
室
内

お
お
ず
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー

☎
�
９
９
９
６

月
～
金

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　

会
員
に
な
る
と
、
す
ぐ
に
援
助
の
依

頼
や
支
援
を
し
な
い
と
い
け
な
い
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
気
軽
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
共
済
期
間
】

平
成
25
年
４
月
１
日
～

平
成
26
年
３
月
31
日

【
適
用
と
な
る
交
通
事
故
】

共
済
期
間
中
、
国
内
の
一
般
道
路
な
ど

で
、
自
動
車
・
バ
イ
ク
・
自
転
車
・
車

い
す
な
ど
︵
交
通
乗
用
具
︶
の
交
通
に

伴
う
接
触
、
衝
突
な
ど
の
事
故
ま
た
は

歩
い
て
い
て
、
交
通
乗
用
具
に
は
ね
ら

れ
た
場
合
な
ど

【
事
故
に
あ
っ
た
場
合
】

　

見
舞
金
を
請
求
す
る
場
合
は
、
請
求

方
法
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
の
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
見
舞
金
請
求
時
に
は
交
通
事

故
証
明
書
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

必
ず
警
察
署
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

危
機
管
理
課
地
域
安
全
係

☎
㉔
１
７
４
２

長
浜
支
所

☎
�
１
１
１
１

肱
川
支
所

☎
㉞
２
３
２
０

河
辺
支
所

☎
㊴
２
１
１
２
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Information

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現

在
の
所
有
者
に
そ
の
年
額
が
課
税
さ
れ

ま
す
。

　

車
両
の
譲
渡
、
廃
車
な
ど
が
あ
る
場

合
は
、
早
め
に
下
記
の
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
手
続
き
が
行
わ
れ
な
い

と
、
実
際
に
所
有
し
て
い
な
い
車
両
の

登
録
が
存
続
し
、
軽
自
動
車
税
が
課
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
年
度
途
中
で
手
続
き
を
し
て

も
、
当
該
年
度
課
税
分
は
取
り
消
し
で

き
ま
せ
ん
。

※�

軽
自
動
車
税
に
は
月
割
課
税
制
度
は

あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

税
務
課
収
納
係

☎
㉔
２
１
１
１
︵
内
線
１
２
５
︶

長
浜
支
所

☎
�
１
１
１
１
︵
内
線
16
・
17
︶

肱
川
支
所

☎
㉞
２
３
１
１

︵
内
線
１
１
１
・
２
１
２
︶

河
辺
支
所　

☎
㊴
２
１
１
１
︵
内
線
１
１
４
︶

軽
自
動
車
検
査
協
会

☎
０
８
９
︵
９
７
５
︶
６
７
３
０

運
輸
支
局

☎
０
５
０
︵
５
５
４
０
︶
２
０
７
６

　

軽
自
動
車
や
原
付
バ
イ
ク
な
ど
の

　

変
更
・
廃
車
手
続
き
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

車　種 手続き場所 必要なもの

原動機付自転車
（125cc以下）

税務課または
各支所

【廃棄・解体】所有者・届出者の印鑑、ナンバープレート
※解体の場合、ナンバープレートがない時は「解体証明書」
【紛失・盗難】所有者・届出者の印鑑
※ 盗難の場合、盗難届の「届出警察署・盗難届受理番号」

の控え
【名義変更】新・旧所有者、届出者の印鑑
※印鑑は認め印で可（ただし、朱肉使用のものに限る。）

農作業用自動車
小型特殊自動車

軽自動車
（660cc以下） 軽自動車検査協会

手続き先の各事務所または、車両販売店などにお問い合わ
せください。二輪車

二輪小型自動車 運輸支局

　

県
政
に
関
心
が
あ
る
人
、
愛
媛
県
に

愛
着
が
あ
る
人
、
県
政
モ
ニ
タ
ー
に
応

募
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

県
政
モ
ニ
タ
ー
に
委
嘱
さ
れ
る
と
、

次
の
こ
と
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽ 

県
が
行
う
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
の
回
答

　
︵
年
４
回
程
度
︶

▽ 

県
政
全
般
に
つ
い
て
、
建
設
的
な
意

見
な
ど
の
提
言
︵
随
時
︶

▽
県
政
に
関
す
る
広
報
活
動
︵
随
時
︶

※ 

定
期
的
に
県
政
情
報
を
送
付
し
ま

す
。

▽ 

県
の
広
聴
事
業
︵
知
事
と
み
ん
な
の

愛
顔
で
ト
ー
ク
︶へ
の
参
加

※
希
望
者
の
み

【
応
募
資
格
】

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

▽ 

平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
で
年
齢
が

18
歳
以
上
の
人

▽ 

県
内
に
居
住
・
通
勤
・
通
学
ま
た
は
、

県
内
に
関
わ
り
の
あ
る
県
外
に
居
住

す
る
人
︵
県
内
出
身
者
な
ど
︶

▽ 
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
職
員
で

な
い
人

【
任　

期
】

委
嘱
日
︵
平
成
25
年
４
月
上
旬
︶
～

平
成
27
年
３
月
31
日
︵
２
年
間
︶

【
募
集
定
員
】

郵
送
モ
ニ
タ
ー
︵
活
動
手
段　

主
に
郵

送
︶
お
よ
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
モ
ニ
タ

ー
︵
活
動
手
段　

主
に
メ
ー
ル
︶
合
わ

せ
て
合
計
３
０
０
人

　
「
県
政
モ
ニ
タ
ー
」を
募
集
し
て
い
ま
す

【
報　

酬
】

　

特
に
な
し
。
活
動
に
必
要
な
郵
送
料

は
県
が
負
担
し
ま
す
。

※ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
係
る
経
費
は
本

人
負
担
と
な
り
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

　

応
募
用
紙
に
よ
り
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。
応
募
用
紙
は
市
役
所
企
画
調
整
課

で
直
接
受
け
取
る
か
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ

い
。

【
提
出
方
法
】

郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
・
持
参
い
ず

れ
も
可

【
募
集
期
限
】
３
月
15
日
㈮

※ 

当
日
必
着
で
す
が
、
募
集
定
員
に
満

た
な
い
場
合
は
、
引
き
続
き
随
時
募

集
し
ま
す
。

【
そ
の
他
】

　

結
果
は
、
応
募
資
格
を
確
認
の
上
、

４
月
上
旬
ご
ろ
、
応
募
者
全
員
に
通
知

し
ま
す
。

　

応
募
多
数
の
場
合
は
、
性
別
・
年
齢
・

地
域
別
な
ど
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て

選
出
し
ま
す
。

　

な
お
、
応
募
に
係
る
個
人
情
報
を
、

本
件
以
外
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
県
広
報
広
聴
課

☎
０
８
９
︵
９
１
２
︶
２
２
４
３

企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係

☎
㉔
１
７
２
８
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お し ら せ
　

市
民
課
で
の
手
続
き

住
民
登
録
（
転
出
手
続
き
）

　

市
民
課
ま
た
は
各
支
所
で
、﹁
転
出

証
明
書
﹂
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

新
住
所
に
転
入
後
、
14
日
以
内
に
転

入
先
の
市
区
町
村
役
場
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※ 

外
国
人
の
住
民
も
、
届
け
出
が
必
要

で
す
。

【
持
参
す
る
も
の
】

▽ 

運
転
免
許
証
な
ど
本
人
の
確
認
が
で

き
る
も
の

※ 

外
国
人
住
民
の
場
合
は
、
在
留
カ
ー

ド
、
特
別
永
住
者
証
明
書

　
︵
ま
た
は
外
国
人
登
録
証
明
書
︶

▽
認
め
印

▽
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

　
︵
お
持
ち
の
人
の
み
︶

▽
印
鑑
登
録
証

　
︵
登
録
さ
れ
て
い
る
人
の
み
︶

▽
国
民
健
康
保
険
証

　
︵
加
入
さ
れ
て
い
る
人
の
み
︶

※ 

代
理
人
の
場
合
は
、
委
任
状
が
必
要

で
す
。

【
郵
送
に
よ
る
転
出
届
】

▽ 
申
請
者
の
住
所
、
氏
名
、
押
印
、
電

話
番
号
︵
昼
間
の
連
絡
先
︶

▽
異
動
︵
転
出
︶
年
月
日

▽
新
住
所
、
世
帯
主
名

▽
旧
住
所
、
世
帯
主
名

▽
異
動
し
た
人
の
氏
名

※ 

以
上
を
記
入
の
上
、
運
転
免
許
証
な

ど
本
人
確
認
で
き
る
も
の
の
コ
ピ

ー
、
返
信
用
封
筒
︵
宛
先
を
記
入
︶、

80
円
切
手
を
同
封
し
、
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

国
民
年
金

　

転
入
先
で
年
金
手
帳
を
提
示
し
て
、

住
所
変
更
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

市
民
課
市
民
係
☎
㉔
１
７
１
０

長
浜
支
所
☎
�
１
１
１
３

肱
川
支
所
☎
㉞
２
３
３
１

河
辺
支
所
☎
㊴
２
１
１
３

　

保
険
環
境
課
で
の
手
続
き

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

　

転
出
手
続
き
の
際
に
被
保
険
者
証
を

返
却
し
、
転
入
先
で
新
た
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

医
療
費
給
付
の
受
給
資
格
者
証

　

母
子
家
庭
、
乳
幼
児
、
重
度
心
身
障

害
者
医
療
費
の
受
給
資
格
者
証
は
、
転

出
手
続
き
の
際
に
返
却
し
、
転
入
先
で

新
た
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

保
険
環
境
課
高
齢
者
医
療
係

☎
㉔
２
１
１
１

︵
内
線
１
５
６
・
１
５
７
︶

長
浜
支
所
☎
�
１
１
１
４

肱
川
支
所
☎
㉞
２
３
３
１

河
辺
支
所
☎
㊴
２
１
１
３

　

社
会
福
祉
課
で
の
手
続
き

児
童
手
当

　
﹁
受
給
事
由
消
滅
届
﹂
を
社
会
福
祉

課
子
育
て
支
援
室
ま
た
は
各
支
所
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、
転
出
予

定
日
の
翌
日
か
ら
15
日
以
内
に
、
転
入

先
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

転
入
手
続
き
だ
け
で
は
、
手
当
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

障
が
い
福
祉
関
係

　

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受
給
資
格
証

を
持
っ
て
い
る
人
は
、
転
出
前
に
社
会

福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

引
っ
越
し
の
準
備
は
お
済
み
で
す
か

　
　
　
　
　
　
　
　

～
市
役
所
で
の
手
続
き
は
お
早
め
に
～
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Information

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
持
っ
て
い

る
人
は
、
転
入
先
の
福
祉
事
務
所
な
ど

で
住
所
変
更
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
左
記
の
受
給
者
に
つ
い
て
も

同
様
に
、
転
入
先
の
福
祉
事
務
所
で
所

定
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
者

▽
特
別
障
害
者
手
当
受
給
者

▽
障
害
児
福
祉
手
当
受
給
者

▽
福
祉
手
当
受
給
者

▽
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
加
入
者

▽ 

自
立
支
援
医
療
費
︵
精
神
通
院
、
更

生
医
療
︶
受
給
者
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
先
】

社
会
福
祉
課
子
育
て
支
援
室

︵
児
童
手
当
︶
☎
㉔
５
７
１
８

社
会
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

︵
障
が
い
福
祉
︶
☎
㉔
２
１
１
１

︵
内
線
１
６
１
・
１
７
２
・
１
７
３
︶

長
浜
支
所
☎
�
１
１
１
３

肱
川
支
所
☎
㉞
２
３
４
７

河
辺
支
所
☎
㊴
２
１
１
３

　

高
齢
福
祉
課
で
の
手
続
き

介
護
保
険
被
保
険
者
証

　

65
歳
以
上
の
人
、
ま
た
は
40
歳
～
64

歳
の
人
で
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

人
は
、
転
出
手
続
き
の
際
に
被
保
険
者

証
を
返
却
し
、
転
入
先
で
新
た
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

高
齢
福
祉
課
介
護
保
険
管
理
係

☎
㉔
２
１
１
１

︵
内
線
１
６
７
・
１
６
６
︶

長
浜
支
所
☎
�
１
１
１
４

肱
川
支
所
☎
㉞
２
３
４
７

河
辺
支
所
☎
㊴
２
１
１
３

　

教
育
委
員
会
で
の
手
続
き

小
・
中
学
校
の
転
校
手
続
き

　

転
出
手
続
き
な
ど
が
済
み
次
第
、
学

校
教
育
課
ま
た
は
各
公
民
館
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

市
外
の
小
・
中
学
校
に
転
校
す
る
場

合
、﹁
在
学
証
明
証
﹂
な
ど
の
書
類
を

転
入
先
の
学
校
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

☎
㉔
１
７
３
３

長
浜
公
民
館
☎
�
１
１
３
８

肱
川
公
民
館
☎
㉞
２
３
０
７

河
辺
公
民
館
☎
㊴
２
５
５
１

　

水
道
課
で
の
手
続
き

転
居
す
る
場
合

　

引
っ
越
し
な
ど
で
上
下
水
道
の
使
用

を
中
止
す
る
場
合
、
検
針
日
か
ら
転
居

ま
で
の
料
金
は
、
転
居
後
の
請
求
と
な

り
ま
す
。

　

検
針
日
か
ら
の
経
過
日
数
に
よ
っ
て

は
、
転
居
後
２
か
月
分
の
請
求
に
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

上
下
水
道
の
使
用
を
中
止
す
る
場
合

は
、
４
～
５
日
前
ま
で
に
水
道
課
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

新
し
く
使
用
す
る
場
合

　

引
っ
越
し
や
新
築
な
ど
で
、
新
し
く

上
下
水
道
の
使
用
を
開
始
す
る
場
合
、

使
用
す
る
１
週
間
前
に
は
、
必
ず
水
道

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

︵
３
月
～
４
月
は
特
に
混
み
合
う
た
め
、

早
め
の
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。︶

※ 
連
絡
が
な
い
場
合
、
水
を
使
用
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

水
道
課
☎
㉔
３
７
５
３

水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

～
上
下
水
道
料
金
の
支
払
い
は

便
利
な
口
座
振
替
で
～

　

金
融
機
関
や
窓
口
で
の
毎
月
の

支
払
い
が
難
し
い
人
は
、
便
利
な

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
、
取

り
引
き
の
あ
る
金
融
機
関
で
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

～
水
道
メ
ー
タ
ー
で

自
宅
の
水
漏
れ
が
確
認
で
き
ま
す
～

　

家
屋
に
取
り
付
け
て
あ
る
水
道

の
蛇
口
な
ど
を
全
部
閉
め
た
状
態

で
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ

ト
︵
写
真
参
照
︶
が
回
っ
て
い
れ

ば
、
宅
内
で
水
漏
れ
の
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　

水
漏
れ
を
発
見
し
た
ら
、
早
急

に
大
洲
市
指
定
の
給
水
装
置
工
事

事
業
者
に
修
繕
の
依
頼
を
し
て
く

だ
さ
い
。

パイロット
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【
問
い
合
わ
せ
先
】

市
民
課
市
民
係
☎
㉔
１
７
１
０

長
浜
支
所
☎
�
１
１
１
３

肱
川
支
所
☎
㉞
２
３
３
１

河
辺
支
所
☎
㊴
２
１
１
３

　

３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
１
週

間
、
全
国
一
斉
に
﹁
春
季
全
国
火
災
予

防
運
動
﹂
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す

い
季
節
に
併
せ
て
、
火
災
の
発
生
や
火

災
に
よ
る
死
傷
者
を
減
ら
す
こ
と
を
目

的
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

普
段
か
ら
火
の
取
り
扱
い
や
後
始
末

に
は
十
分
注
意
を
払
い
、
火
災
予
防
に

対
す
る
防
火
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
住
宅
火
災
に
よ
る
死
傷
者
の

低
減
や
被
害
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
、
維
持
管

理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。　

　

消
防
署
で
は
、
火
災
予
防
運
動
期
間

中
に
、
ご
家
庭
へ
の
防
火
訪
問
や
広
報

活
動
な
ど
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
火
の
用
心
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト
】

▽ 

家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
物
を
置
か

な
い
。

▽ 

天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
時
は
そ
の
場
を
離

れ
な
い
。

▽ 

子
ど
も
に
は
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で

遊
ば
せ
な
い
。

▽ 

ス
ト
ー
ブ
に
は
燃
え
や
す
い
も
の
を

近
づ
け
な
い
。

▽ 

寝
た
ば
こ
や
、
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て

を
し
な
い
。

▽
風
の
強
い
時
は
た
き
火
を
し
な
い
。

▽ 

電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、
た
こ
足

配
線
は
し
な
い
。

　

毎
年
恒
例
の﹁
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
﹂

を
下
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ

お し ら せ

無料法律相談
時　 3 月21日㈭
　　午後 ２ 時～ ４ 時30分
場　大洲商工会館　※要電話予約
問　大洲商工会議所　☎24－4111
市民法律相談
時　 3 月16日㈯
　　午前10時～午後 ４ 時
場　大洲市民会館　※要電話予約
問　市役所総務課行政係
　　☎24－1724
年金出張相談
大洲地域
時　 3 月 5 日㈫ ･ 15日㈮ ･ 27日㈬
　　午前10時～午後 3 時30分
場　大洲市総合福祉センター
長浜地域
時　 3 月12日㈫
　　午前10時～午後 3 時30分
場　長浜町商工会
問　松山西年金事務所
　　☎0８9－925－5105
人権相談
大洲地域
時　 3 月19日㈫　午前10時～正午
場　人権啓発課（旧図書館 2 階）
時　 3 月15日㈮　午前10時～正午
場　新谷公民館
肱川地域
時　 3 月15日㈮　午前10時～正午
場　肱川公民館
問　急ぐときは法務局大洲支局　
　　☎0570－003－110
    市役所人権啓発課
  　☎2４－17４6
行政相談（総務省）
大洲地域
時　 3 月21日㈭　午前 9 時～正午
場　市役所 1 階会議室
問　市役所総務課行政係
　　☎2４－172４
長浜地域
時　 3 月22日㈮　午後 1 時～ ４ 時
場　長浜体育館 1 階会議室
問　長浜支所　☎52－1111
肱川地域
時　 3 月 5 日㈫
　　午後 1 時30分～ ４ 時30分
場　肱川公民館 2 階青年室
問　肱川支所　☎3４－2320
河辺地域
時　 3 月11日㈪　午前10時～正午
場　河辺老人福祉センター
問　河辺支所　☎39－2112

不動産無料相談
時　 3 月15日㈮
　　午前10時～午後 ４ 時
場　宅建協会大洲地区連絡協議会
問　ビアスプランニング㈱
　　☎25－17４7

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
み

な
さ
ん
が
現
在
お
持
ち
の
保
険
証
は
、

平
成
25
年
３
月
末
に
有
効
期
限
切
れ
と

な
り
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
は
、
３
月
末
に
簡
易

書
留
郵
便
で
各
世
帯
に
送
付
し
ま
す
。

有
効
期
限
の
切
れ
た
保
険
証
は
、
細
か

く
裁
断
し
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。
も
し

く
は
市
民
課
、
各
支
所
ま
た
は
各
連
絡

所
で
返
却
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

４
月
以
降
も
遠
隔
地
の
保
険
証
が
必

要
な
人
は
、
届
け
出
が
必
要
で
す
。

【
届
け
出
に
必
要
な
も
の
】

▽
今
回
送
付
す
る
保
険
証

▽
本
人
確
認
書
類

　
︵
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
︶

▽
認
め
印

▽
在
学
証
明
書
︵
学
生
の
場
合
︶

▽
在
所
証
明
書
︵
施
設
の
場
合
︶

※ 

平
成
25
年
４
月
１
日
以
降
に
発
行
さ

れ
た
も
の

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
会
員
一
同
、
心

よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
日　

時
】
３
月
24
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
３
時

︵
掘
り
出
し
市
は
午
前
11
時
～
︶

【
場　

所
】

大
洲
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

４
階
多
目
的
ホ
ー
ル

【
内　

容
】

コ
ー
ヒ
ー
コ
ー
ナ
ー
、
大
洲
商
店
会
連

合
会
コ
ー
ナ
ー
、委
託
販
売
コ
ー
ナ
ー
、

手
作
り
コ
ー
ナ
ー
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
先
】

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
洲

☎
㉓
５
５
７
８

　

��

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
洲

　

��

第
17
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー

　
��

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
の
更
新
に
つ
い
て

　
大
洲
消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

広報大洲 ３月号 24



大洲市立図書館	 　☎ 59－4111
長浜分館	 　☎ 52ー1121
肱川分館	 　☎ 34ー2319
河辺分館　	 　☎ 39－2111

図書館

一般：『一期一会～別れと出会い～』

　寒かった冬が終わり、だんだんと暖かくなってく
る春。どこか心もウキウキしてきませんか？春は別
れと出会いの季節です。別れの後には、新しい出会
いが待っています。図書館では、「別れと出会い」
をテーマにした本の展示と貸し出しを行います。

児童：�『春を感じる本』

　生きものたちが春の息吹に誘われて、あちらこち
らで顔をだしはじめました。
　ぽかぽか陽気に誘われて、どうやら本の中にも春
がやってきたみたいですよ。今月は、春を感じる絵
本や児童書の展示と貸し出しを行います。図書館で
春の足音を聞いてみてください。

３ 月展示

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

■＝３月の休館日〈開館時間　午前９時30分～午後６時〉

※3/5 ～ 10　特別整理期間 ※3/14 ～ 17　特別整理期間

【大洲】 【長浜】 【肱川・河辺】

特 別 整 理 期 間 の お 知 ら せ

おしえて司書さん！　～ なかよしの木ってなに？～

　特別整理期間のため、毎週月曜日・月末図書整理日（31日）以外にも、図書館を休館する日があります。館ごと
に休館日が異なりますので、ご注意ください。詳しい休館日は、カレンダーでご確認ください。なお、肱川館・河
辺館は 2 月に終了しているため、通常開館となります。
　期間中みなさんには大変ご不便をおかけしますが、ご協力をお願いします。

　大洲市立図書館の入り口にある、大きな木のからくり時計。名前は『なかよしの木』といい、木材は大洲の桧を
使用しています。時間になると音楽に合わせて動き出すので、子どもたちにも人気です。
　この木には童話に出てくるキャラクターがいます。中でも、狼と赤ずきんちゃん、かちかち山の狸とウサギは、
お話の中では敵同士といった関係ですが、この木の上では仲良く本を読んでいます。みんなが認め合い、支えあい、
分かち合うことの大切さを願って作ったものです。
　また、大洲特産の味

み ら く る

楽来しいたけもあしらっています。どこにあるか探してみてください。

※休館中の本の返却は、返却ポストをご利用ください。
　ただし、CD・DVDは、返却ポストには入れずに、特別整理期間終了後にカウンターへ直接お持ちください。
　（特別整理期間となっていない館のカウンターで返却いただくこともできます。）

広報大洲 ３月号25



保健センター
大洲市保健センター☎23-0310（大洲地域）
長浜保健センター　☎52-3055（長浜地域）
肱川保健センター　☎34-2340（肱川地域）
河辺保健センター　☎39-2113（河辺地域）

３月の各種検診（健診） 

　乳幼児関係　
実施日 受付時間 場　所 対　象　者 持参品
5 日㈫

午後 １ 時～
１ 時30分

大洲市
保健センター

４ か月児健診　　　（24年10月生） 母子手帳・アンケート・
タオル類６ 日㈬ 10か月児育児相談（24年 ５ 月生）

12日㈫ 1 歳 ６ か月児健診（23年 ８ 月生） 母子手帳・アンケート・
歯ブラシ19日㈫ ３ 歳児健診　　　　（22年 ２ 月生）

3 日㈰ ご う お 小 児 科 医 院 （ 西 大 洲 ） ☎0８93︵2４︶3936
10日㈰ みかんこどもクリニック※ （八幡浜市） ☎0８9４︵20︶８８00
17日㈰ 亀 井 小 児 科 （ 東 大 洲 ） ☎0８93︵2４︶3757
20日㈬ 八幡浜急患センター※ （八幡浜市） ☎0８9４︵2４︶1199
24日㈰ お お む ら 小 児 科 （ 内 子 町 ） ☎0８93︵４４︶7117
31日㈰ 守 口 小 児 科 ※ （八幡浜市） ☎0８9４︵2４︶7770

小 児 在 宅 当 番 医

（診療時間：午前９時～午後５時　※は午後６時まで）

大洲・喜多地区の救急医療を守るために
　大洲・喜多地区の初期救急を担う施設として、平成23年
12月に「大洲喜多休日夜間急患センター」が開院しました。
開院後１年間の受診者は2,213人で、平日・土曜日の受診
者は平均3.3人、日曜・休日は1８.0人となっていて、当初の
予想以上に多くの住民のみなさんが受診されています。
　急患センターの開院に伴い、二次救急病院への受診は減
少していますが、二次救急病院の受診者のうち7４％は、通
院や入院を必要としない軽症患者です。（図１）
　大洲・喜多地区の救急病院などでは、医師不足が続いて
いて、地域の救急医療体制を存続させていくためには、み
なさん一人ひとりが救急医療の現状を理解し、ルールやマ
ナーを守っていく必要があります。

そのためには、
▽診療時間内での受診
▽かかりつけ医を持つこと
▽緊急性のない場合には、救急車の利用を控えること
など、自分たちにできることを実践していくことが大切です。

　なお、現行の八幡浜・大洲圏域における火曜日・水曜日
の夜間帯の二次救急は、表１のとおりですが、４月から表
２のように変更となります。ただし、大洲市民のみなさん
に変更はありません。
　二次救急病院の当番日、急患センターの診療時間などに
ついては、毎月「広報大洲」の27ページに記載しています。
　ご確認いただき、適正な受診にご協力ください。

（図１）

広域二次救急体制
（夜間帯：午後５時30分～翌日の午前８時30分）

  
（表１）	 　　　　　　　現　　　行　	

曜日 大洲喜多地区 八幡浜地区
火 市 立 大 洲 病 院 市立八幡浜総合病院
水 加　 戸　 病　 院

  
（表２）	 　　　　 　　変更後　（４月から）	

曜日 大洲喜多地区 八幡浜地区
火 市 立 大 洲 病 院
水 加 戸 病 院 市立八幡浜総合病院

症状の程度別救急患者数　
【大洲・喜多地区　輪番医療機関】

（平成24年１月～ 11月） 

（注）軽症：入院不要　特に軽症：通院不要
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心と体の健康ガイド

救急当番病院
曜　　日 昼間帯 【 8：30 ～17：30】 夜間帯 【17：30 ～翌 8：30】

月・火 市 立 大 洲 病 院（西大洲） 　☎24－2151

水 加 　 戸 　 病 　 院（内子町） 　☎44－5500

木 神南診療所（新　谷）
☎25－7720

市立八幡浜総合病院（八幡浜市）
☎0894（22）3211

金〜日 大 洲 中 央 病 院（東大洲） 　☎24－4551

（曜日指定の相談は、いずれも祝日・年末年始は除きます。）

うかい・いもたき
お食事処・仕出し

大洲市田ノ口甲392-6

TEL.0893-24-4046　FAX.0893-24-4890

ホテルウエストリバー

▽子育て相談
《家庭児童相談》
時　 月～金　午前 ８ 時30分～午後 5 時15分
場　市役所社会福祉課（子育て支援室）
問　☎2４－2111 ︵内線1８5 ･ 1８８︶

《家庭教育・子育て相談》
時　 火・木・金曜日の午前 9 時～午後 ４ 時
場　 喜多小学校内（大洲子育てサポートそよ風）
問　☎2４－４5８0

▽ふれあいスクール相談【不登校など】
時　 月～木　午前 ８ 時30分～午後 5 時
場　国立大洲青少年交流の家〔自然環境館〕　
問　☎2４－1４1４

▽青少年相談室
時　 月～金　午前 ８ 時30分～午後 5 時15分
場　大洲市民会館内青少年センター　　　
問　☎2４－7８30

▽物忘れ相談
時　 3 月27日㈬　午後 1 時30分～ 2 時30分
場　総合福祉センター 1 階応接室　※要電話予約
問　高齢福祉課内地域包括支援センター
　　☎2４－2111 ︵内線169 ･ 176︶

▽心配ごと相談
大洲地域
時　 一般相談　毎週月・水曜日
　　法律相談
　　弁護士　※要電話予約（社会福祉協議会窓口）
　　　毎月第 1 ・ 3 火曜日
　　司法書士など　
　　　毎月第 2 ・ ４ ・ 5 火曜日・毎週木曜日
　　介護相談　毎週金曜日
　　 午前10時～正午・午後 1 時～ ４ 時
場　総合福祉センター
問　総合福祉センター 1 階
　　社会福祉協議会窓口　☎23－0313
    （相談室直通）　　　　☎23－5629
長浜地域
時　 3 月22日㈮　午後 1 時～ ４ 時
場　長浜体育館 1 階会議室
問　大洲市社協長浜支所　☎52－119４
肱川地域
時　 3 月 5 日㈫　午後 1 時30分～ ４ 時30分
場　肱川公民館 2 階青年室
問　大洲市社協肱川支所　☎3４－2312
河辺地域
時　 3 月11日㈪　午前 9 時～正午
場　河辺老人福祉センター
問　大洲市社協河辺支所　☎39－2510

大洲喜多休日夜間急患センター
【場　　所】　大洲市東大洲
【電　　話】　０８９３（２３）１１５６
【診療科目】　内科
【診療時間】　平日・土曜　午後 ８時～ 11時
　　　　　　日曜・祝日　午前 ９時～午後 ６時

　曜日によって救急当番病院は変わります。昼間・夜間の救急などのご相談は、
その日の当番にご連絡ください。

※休日や夜間に急に具合が悪くなった人の診察を行います。
　一般の夜間診療所ではありません。
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　新谷商工会

     会 長　亀岡　玄
はる

良
よし

 さん

がんばるひと
おおずの元気

　新谷商工会は、40年以上前に組織され、現在は約60人
の会員が地域のために活動しています。
　主な活動は、「新谷しょうぶまつり」「稲荷山もみじま
つり」の開催や、「新谷夏祭り」の運営などとなってい
ます。
　しょうぶ園や稲荷山の管理には人手が欠かせません
が、地元の子どもたちや学生が積極的にボランティアで
協力してくれて、世代を越えた交流を図っています。ま
た、しょうぶまつりは、柳沢のほたるまつりと同時期に
開催されるため、柳沢と新谷お互いの地域に一体感が生
まれていることを、うれしく思います。
　夏祭りの運営は大変ですが、私たちの時代のお祭りを、
今の子どもたちに伝えたいという強い思いで、約22年前
に花火とパレードを始めました。
　花火は地元の人たちに好評で、その規模を大きくして
いきたいと考えています。また、パレードには内子町の
団体など、多くの団体に参加してもらっています。地域
外の人が祭りを盛り上げ、楽しみ、それを観る地元の人
が元気になるという状況が生まれています。みんなが楽
しむという「祭り」本来の目的を果たすことができ、手
応えを感じています。
　今後は、まつりなどを通して、地元の人たちが集う親
睦の場を提供するとともに、新谷の良さを多くの人たち
に知っていただくように、会員みんなで頑張りたいと思
います。

　

今
月
号
で
は
、「
人
」
に
ス

ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
特
集
を
組
ん

で
み
ま
し
た
。

　

才
能
を
開
花
さ
せ
る
人
、
地

域
に
元
気
や
勇
気
を
与
え
て
く

れ
る
人
、
そ
し
て
夢
や
目
標
に

向
か
っ
て
、
ま
い
進
す
る
若
者

た
ち
。

　

広
報
に
携
わ
っ
て
、
一
番
大

切
な
こ
と
は
「
人
」
と
の
出
会

い
で
す
。
そ
の
出
会
い
を
私
の

財
産
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

か

　

今
回
の
「
き
ら
め
き
大
賞
表

彰
」「
地
域
づ
く
り
表
彰
」
の

取
材
を
通
し
て
、
大
洲
で
、
日

本
で
、
そ
し
て
世
界
で
活
躍
す

る
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
る
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。

　

継
続
し
て
活
動
を
行
う
姿
勢

は
、
私
た
ち
が
見
習
う
べ
き
と

こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
新
成
人

の
み
な
さ
ん
に
は
、
何
事
に
も

恐
れ
ず
挑
戦
し
て
い
く
気
持
ち

を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

今
後
、
た
く
さ
ん
の
大
洲
人

が
、
全
国
に
元
気
を
発
信
で
き

れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。 

た

編
集
後
記

南予地域で働く皆さんの味方です。

労働問題等でお困りの方は南予地協まで

0120-154-052

TEL 0895-28-6679
FAX 0895-28-6689

宇和島市中央町２丁目４番10号
連合愛媛南予地域協議会

秘密厳
守rengo-ehime-nanyo@coral.plala.or.jp相談：
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大洲市菅田町菅田甲 3051－1

☎0893－25－3329
㈲クリーンセンター

広告

ポイントカードに
ポイント（１㎏＝１ポイント）を貯めて
ポイントカードに
ポイント（１㎏＝１ポイント）を貯めて

商品券と交換商品券と交換商品券と交換
500ポイントで500ポイントで

500円分の500円分の

古新聞・古雑誌・ダンボール ユーズドショップ亀田

亀 田 質 店
バイパス大洲南出口
より旧56号線へ150m大洲店 24-5700

【営業時間】am9時～pm8時 【定休日】水曜日

金・プラチナ高価買取　ブランド品販売


